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注）#印は日本感情心理学会会員以外であることを示す。 

 

 

 



研究発表（口頭発表） 

 

６月１８日（土） 大会１日目 口頭発表１  ９：３０～１２：００ 

 座長：河野和明（東海学園大学） 

 

  OS01．日本のポジティブ感情の概念構造の検討（１） 

―階層的意味構造に着目して― 

         菅原大地（筑波大学/日本学術振興会特別研究員） 

         武藤世良（お茶の水女子大学） 

杉江 征#（筑波大学） 

  OS02．日本のポジティブ感情の概念構造の検討（２） 

―空間的布置に着目して―          

武藤世良（お茶の水女子大学） 

菅原大地（筑波大学/日本学術振興会特別研究員） 

杉江 征#（筑波大学） 

  OS03．年をとると前向きになる？ 

―情動ストループ課題におけるポジティヴィティ効果― 

         沼田恵太郎（大阪大学大学院人間科学研究科） 

宮野原勇斗#（大阪大学人間科学部） 

中川 威（大阪大学大学院人間科学研究科） 

堀麻佑子#（神戸学院大学人文学部）  

権藤恭之#（大阪大学大学院人間科学研究科） 

  OS04． 悲しみを伴った感動が現在・未来の時間的展望に及ぼす影響 

         加藤樹里（一橋大学大学院社会学研究科） 

村田光二（一橋大学大学院社会学研究科） 

  OS05．感情制御方略の効果と文化的自己観との関連の実験的検討 

         金井雅仁（筑波大学大学院人間総合科学研究科・日本学術振興会） 

望月 哲#（筑波大学人間学群心理学類） 

湯川進太郎（筑波大学人間系） 

  OS06．保育士のストレッサー，認知的感情制御方略と精神的健康の関連 

         榊原良太（東京大学） 

  OS07．前頭前野における情動反応と情動制御の計測 

－近赤外線分光法（NIRS）を用いた検討－ 

         小沢幸世（東京大学大学院） 



  OS08．社交不安症の不安のコントロール感（Control ability over anxiety）に関する

研究動向と最新の研究結果 

         荒井穂菜美（同志社大学心理学研究科） 

  OS09．身体的同調と感情判断の正確さ―二者間会話における検討― 

         藤原 健（大阪経済大学） 

大坊郁夫（東京未来大学）   

  OS10．対象者への嫌悪と資源認知はどのように援助傾向を制御するか 

         河野和明（東海学園大学） 

羽成隆司（椙山女学園大学） 

伊藤君男（東海学園大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６月１９日（日） 大会２日目 口頭発表２  ９：３０～１１：３０ 

座長：澤田匡人（宇都宮大学 教育学部） 

 

  OS11．日本における行動への宗教の影響と信仰への抵抗 

         荒川 歩（武蔵野美術大学・教養文化研究室） 

松島公望#（東京大学・大学院総合文化研究科） 

  OS12．踏切注意喚起標識のデザインがドライバーの行動を変容させる 

         上田真由子（西日本旅客鉄道株式会社） 

和田一成（西日本旅客鉄道株式会社） 

臼井伸之介#（大阪大学大学院 人間科学研究科） 

  OS13．映像視聴による感情状態の事前操作がギャンブル行動に及ぼす影響 

         高田琢弘（筑波大学人間総合科学研究科） 

湯川進太郎（筑波大学人間系） 

  OS14．感謝の気持ちと素振りの有無が支援者の親和行動に及ぼす影響 

―気持ちがなくてもお礼さえ言えば仲良くなれる？―  

         蔵永 瞳（滋賀大学教育学部） 

OS15．価値ある相手を赦すのは理性的な判断か？：回想法による検討 

         八木彩乃（神戸大学大学院人文学研究科） 

Adam Smith#（神戸大学大学院人文学研究科） 

大坪庸介（神戸大学大学院人文学研究科） 

OS16．いじめに対する潜在的選好の測定の試み 

──中学生を対象とした IATを用いて── 

         藤井 勉（長崎大学） 

澤田匡人（宇都宮大学） 

OS17．悪性妬みはいじめを助長するのか？ 

──妬みのサブタイプ理論に基づく検討── 

   澤田匡人（宇都宮大学 教育学部） 

金綱知征#（甲子園大学 心理学部） 

鈴木雅之#（昭和女子大学 人間社会学部） 

  



研究発表（ポスター発表） 

 

６月１９日（日） 大会２日目 ポスター発表  １３：４５～１５：３０ 

＊ポスター発表 在籍責任時間  奇数： １３：４５～１４：３０（４５分） 

                                偶数： １４：３５～１５：２０（４５分） 

 

 

  PS01．日本におけるノスタルジアの定義に関する一検討 

―アンビバレントな感情に着目して―  

         長峯聖人（筑波大学大学院） 

  PS02．悲しみの段階による悲しみ体験に対する態度の違い 

         杉浦悠子（愛知淑徳大学心理医療科学研究科） 

清水 遵（愛知淑徳大学心理学部） 

小川一美（愛知淑徳大学心理学部） 

  PS03．恥体験を表す表現の主観的出現頻度 

         生駒 忍（川村学園女子大学） 

  PS04．逸脱場面での羞恥表出が友人との関係性の回復に及ぼす影響 

―関係性の回復は利己的な理由により引き起こされるのか― 

         福田哲也（上智大学総合人間科学部心理学科） 

PS05．被害者からの赦しは罪悪感を低下させるのか？  

         古川善也（広島大学大学院教育学研究科） 

森永康子#（広島大学教育学研究科） 

PS06．罪悪感特性および特性罪悪感と精神的健康との関係 

         岸本瑞羽 

PS07．妬みと対処行動に関する面接調査 

―妬み喚起場面に関するさまざまな視点から― 

   浅川萌生（筑波大学大学院人間総合科学研究科） 

望月 聡（筑波大学人間系）   

PS08．お返しできない相手からの助けは心地よいのか 

―引越しを手伝われるシナリオを用いた検討― 

山本晶友（上智大学大学院 総合人間科学研究科） 

樋口匡貴（上智大学 総合人間科学部） 



PS09．若手保育者における共感性―失敗経験の内容と精神的健康状態の把握―  

木野和代（宮城学院女子大学 学芸学部） 

内田千春#（共栄大学 教育学部） 

PS10．寄附的行為と感情  

宇津木成介（奈良学園大学） 

橋本由里（島根県立大学看護学科） 

PS11．感謝感情における透明性の錯覚についての検討 

宮武沙苗（上智大学） 

真鍋靖華#（三井住友海上火災保険株式会社） 

樋口匡貴（上智大学 総合人間科学部） 

PS12．大学生の笑いの分類 

吉田ゆう美（久留米大学大学院） 

PS13．笑顔による集団間バイアス是正効果の検討（2）：性別による検討 

樋口匡貴（上智大学 総合人間科学部）  

矢代直毅#（株式会社セプテーニ） 

PS14．表情認知と共感性：ネガティブ表情認知と 

情動的共感性の関連説（井藤・中根, 2012）の検討 

石井辰典（東京成徳大学 応用心理学部） 

平賀未来#（東京成徳大学 応用心理学部） 

阿部香月#（東京成徳大学 応用心理学部） 

PS15．人相信念の個人差の測定と因子構造の解明 

鈴木敦命（名古屋大学 環境学研究科） 

塚本早織#（名古屋大学 環境学研究科） 

高橋雄介#（京都大学 教育学研究科） 

PS16．表情からの感情知覚における顔方向の影響 

 藤村友美（国立研究開発法人産業技術総合研究所人間情報研究部門） 

PS17．感情表出の制御場面における方略の選択 

柴田利男（北星学園大学 社会福祉学部） 

PS18．職場におけるレジリエンス関連要因の検討 

－雇用形態と性別による相違について－ 

戸梶亜紀彦（東洋大学） 

PS19．看護学生の Emotional Skills ＆ Competence の実態調査 

石井慎一郎（自治医科大学看護学部） 

PS20．日常生活の中で感情制御が感情状態に及ぼす影響 

平井 花（学習院大学文学部心理学科） 

 



  PS21．考え込み型反すう喚起の有無と刺激の感情価による 

検索誘導性忘却の差異の検討  

         佐藤秀樹（早稲田大学大学院人間科学研究科） 

伊藤理紗#（早稲田大学大学院人間科学研究科） 

鈴木伸一#（早稲田大学人間科学学術院） 

  PS22．心配にまつわる個人的目標と心理的ストレスの関連性         

         金築 優（法政大学現代福祉学部臨床心理学科） 

金築智美#（東京電機大学工学部人間科学系列） 

  PS23．リスクは成果の認識を高めるか？ 

亀井誠生（立命館大学スポーツ健康科学研究科） 

PS24．自己報告と生理活動の連関 

         小川時洋（科学警察研究所法科学第四部情報科学第一研究室） 

PS25．時間予期は長い遅延を伴う行為結果の評価的処理を調節する 

―事象関連脳電位を用いた検討― 

木村健太（産業技術総合研究所） 

木村元洋#（産業技術総合研究所） 

PS26．バイオフィードバック法によって内受容感覚の鋭敏さを操作する試み 

         櫻井優太（愛知淑徳大学 心理学部）  

清水 遵（愛知淑徳大学 心理学部） 

PS27．腹式呼吸法の実施に伴う生理・心理的変動（2）： 

ストレス負荷後の気分改善効果に関する実験的検討 

   高橋研人（東北文化学園大学院 健康社会システム研究科） 

佐藤俊彦（東北文化学園大学 医療福祉学部） 

PS28．悲しみ想起後のフォーカシング技法を用いた音楽聴取がもたらす心理・生理的

反応―教示の有無と聴取者の特性不安の関連― 

 栗野理恵子（愛知淑徳大学 心理学部） 

清水 遵（愛知淑徳大学 心理学部） 

PS29．“温泉志向性”の促進要因に関する予備的検討 

―Daily hassles および行動賦活系との関連―  

 関谷大輝（東京成徳大学応用心理学部） 

PS30．高齢者に対するいけばなを用いたリハビリテーションによる 

気分向上効果の検討  

 山中祥子（池坊短期大学環境文化学科） 

PS31．レモンの香りの気分と作業における効果  

 笠井美里（聖徳大学） 

 



PS32．飲みたくないのはどんな色の飲み物か  

 岩佐和典（就実大学） 

PS33．赤は女性をより魅力的にするか―日本人大学生を対象とする概念的追試― 

 服部陽介（京都学園大学人文学部） 

PS34．男性は集団内にいる女性が魅力的に見える 

服部友里（名古屋大学 環境学研究科） 

鈴木敦命（名古屋大学 環境学研究科） 

松尾朗子#（名古屋大学 環境学研究科） 

PS35．面子が立つ場面の日中比較 

 LIN PINGPING（神戸大学国際文化研究科） 

米谷 淳（神戸大学 大学教育推進機構） 

PS36．BGMと性別が会話中の沈黙量と感情に及ぼす影響  

 小川一美（愛知淑徳大学） 

PS37．携帯メールでの顔文字付与返信と地位的関係、重要性に基づく感情反応 

 北村英哉（関西大学社会学部） 

PS38．LINE上のコミュニケーションはユーザーにどう捉えられているのか？ 

―使用時の感情状態および情報伝達に着目した予備的検討― 

 福島法子（東京成徳大学応用心理学部） 

関谷大輝（東京成徳大学応用心理学部） 

石井辰典（東京成徳大学応用心理学部） 

PS39．大学生のコミュニケーション困難場面における感情経験の類型  

浅野敬子（至学館大学 健康科学部） 

PS40．目からの心的状態の推測（RMET）と関連する要因 その１ 

－虐待と解離を用いて－  

大浦真一（甲南大学大学院人文科学研究科） 

松尾和弥（甲南大学大学院人文科学研究科） 

藤井 勉（長崎大学） 

島 義弘#（鹿児島大学 教育学系） 

福井義一（甲南大学） 

PS41．目からの心的状態の推測（RMET）と関連する要因 その 2 

―虐待と自閉症傾向を用いて― 

松尾和弥（甲南大学大学院人文科学研究科）  

大浦真一（甲南大学大学院人文科学研究科） 

島 義弘#（鹿児島大学 教育学系） 

藤井 勉（長崎大学） 

福井義一（甲南大学文学部人間科学科） 



PS42．児童期における感動経験と学級適応感および感情コンピテンスの関係 

橋本 巌 （愛媛大学 教育学部） 

木村若菜# （愛媛大学大学院 教育学研究科） 

PS43．幼児におけるネガティブではない涙の生起状況の分類 

和田由美子（九州ルーテル学院大学人文学部） 

井崎美代#（九州ルーテル学院大学人文学部） 

PS44．小中学生の 5因子性格特性と不適応行動の関連 

 谷 伊織（東海学園大学人文学部） 

PS45．児童期における役割取得能力と視点取得能力 

 本間優子（新潟青陵大学） 

内山伊知郎（同志社大学 心理学部） 

PS46．大学生版いじめ認知尺度開発の試み 

藤井義久（岩手大学教育学部） 

PS47．日本語版 Brief Mood Introspection Scale開発の試み 

金子迪大（東洋大学大学院） 

尾崎由佳#（東洋大学） 

PS48．2項目自尊感情尺度を用いた自尊感情の変動性の測定 

        箕浦有希久（関西学院大学大学院文学研究科） 

成田健一（関西学院大学文学部） 


